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第 2 章では ， Streptococcus faecalis を用いた乳酸発酵における，比増殖速度，比グルコース消費速度および比乳酸
生成速度に乳酸が与える影響を， pH7.0 で連続培養実験によって調べ， それらをモデル式として表している o
第 3 章では， pH7.0 において， 連続培養および回分培養における比増殖速度と比グルコース消費速度および乳酸
生成速度の関係式を求めている。
第 4 章では，第 2 章ならびに第 3 章で求めた関係式が幅広い pH で成立することを示すとともに， 菌体の死滅と
乳酸濃度との関係を幅広い pH で明らかにしている O






















(4) Streptococcus fiαecαlis AHU 1256 により生産されるL-乳酸の光学純度が培地へのリン酸アンモニウムの添加に
よって向上することを見いだしている O
以上のように，本論文は乳酸発酵の速度論と培養管理について価値ある知見を得ており，発酵工学，特に培養工学
ならびに生物プロセス制御の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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